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　退職を前にしてこれまでの研究業績一覧表
と簡単なエッセイを書くようにとの編集委員会
から依頼を受けて、これまで自分が行なってき
た研究を現在の時点からもう一度ふりかえる機
会を得ました。以下、ごく簡単にどんなことを
考えて研究を続けてきたのかまとめてみたいと
思います。
　私はもともと人種差別がなぜ起こるのかを歴
史の中で検証したいという関心からアメリカ合
衆国南部の歴史を研究し始めました。歴史家
として最初に取り組んだ大きなテーマはジョー
ジア州におけるポピュリスト運動の中でアフリ
カ系アメリカ人やユダヤ人に対する差別や偏見
がどのように生成してくるのかを「人種」や「ジェ
ンダー」の視点から検討してみるというもので
した。この検討作業を通じて白人男性の心理
の中で女性の「セクシュアリティ」をめぐる不
安が予想以上に強かったことを確認した私は、
次にリンチ事件やレイプ犯罪の問題に関心を
もつようになり、ノースカロライナ州の法廷に
残されていたレイプ裁判の記録を丹念に読む
ようになりました。
　その後、私の関心は工業化が進展して賃金
労働が増えていく中で家族の中の政治力学が
どのように変化していったのかという問題に移
り、その観点からノースカロライナ州の離婚や

既婚女性の財産管理権の問題を法律の改正
や訴訟から考察するというテーマに取り組みま
した。また、ノースカロライナ州アラマンス郡
にある綿紡績工場の記録を読み、この工場で
働く従業員家族について、家族内の政治力学
がどのように変化していったのかを考察しまし
た。そして、最近の10年間ほどは、奴隷制度
廃止前後という社会秩序が大きく変わる時期
に、白人およびアフリカ系アメリカ人の家族が
どのように変化したのか、奴隷所有者やその
家族と奴隷とされていた人たちとの間の関係
がどう変化したのかという問題を追及していま
す。
　このように、追及してきたテーマは40年間
の時の推移とともに変化してきていますが、史
料に向き合うときの私の姿勢は変化しませんで
した。それは、記録を残した人がどんな人で、
記録したときにその人がどのような状況に置
かれていたのかということを十分に調査した上
で、記述を読んでいくという姿勢です。これは
当然のことのように聞こえるかもしれませんが、
実際にはリサーチの効率との兼ね合いでなか
なか実現するのが難しいことです。単なる情報
をピックアップするのとは異なり、時には史料
には書かれていないことを読まなければならな
くなるからです。
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　ひとつ、具体的な例を挙げましょう。2001
年から2004年にかけて、私はジョージア州ア
トランタの鉛筆工場で働いていた当時13歳の
白人少女メアリー・フェイガンの殺害事件につ
いて集中的なリサーチを行ないました。2003
年から2004年にかけて1年間文部科学省の
在外研修でノースカロライナ大学に滞在するこ
とができたので、この滞在期間中何度もジョー
ジア州へ足を運び調査を行ないました。今
でも強く記憶に残っているのは、2003年10
月に1913年当時にメアリーの住んでいた家
のあった地点から彼女が勤務していた鉛筆工
場のあった地点まで徒歩で歩くということを3
回にわたって実行したことです。1913年から
2003年までの90年間にアトランタの状況は
大きく変わっていました。高速道路（ハイウェ
イ）の建設など都市の再開発に伴い、かつて
の道路は寸断され徒歩での移動が簡単ではな
くなっていたからです。それでも、1910年当
時の地図と2000年に発行された現状の地図
のふたつを携えて、3度この地域をくまなく歩
きました。
　私の目的は、メアリー・フェイガンが通勤に
使っていた路面電車を利用しないで歩くことに
よって片道の運賃10セントを自分のポケット
に入れることが可能だったことを確認するため
でした。3回の現地調査の結果、メアリーが当
時運行していた路面電車の路線通りに歩いた
としても恐らくは40分か45分で、近道をした
とすれば35分ほどの時間でたどり着くことがで
きたことが判明しました。これならば、メアリー
はその気になれば通勤に使う片道10セントを
自分のポケットに入れて歩き、このようにして
貯めた現金を使って、仕事のあとに映画を見
て帰るということが可能だったことになります。
このことに関して、メアリーの母親は、娘は良
い子で「給料袋を自分では開けずにそのまま
私に渡す」と証言していました。他方で、彼
女の夫（メアリーの継父）は「娘は仕事が終わっ
たあと映画を見に行くことがよくあった」と警

察の取り調べに答えています。この一見矛盾す
る親たちの証言は、どのように解釈したらよい
のでしょうか。映画を見るのにかかる費用（1
回10セント）をどのようにメアリーは工面して
いたのでしょうか。職場まで歩いていくという
方策は、私のこのような疑問に対するひとつの
解答になり得るものでした。
　もちろん、メアリー・フェイガンが実際に徒
歩で通勤することによって浮いたお金を映画を
見るというような自分の楽しみのために使って
いたということを示す積極的な証拠は何もあり
ません。ただ、娘が親に見せている姿と彼女
の現実の姿の間には、大きな乖離があるかも
しれないことを示唆しています。
　私はこの自分の追体験を契機に、警察の取
り調べや法廷の審理の記録を丹念に読み直し
てみました。その結果、大人が信じたいと思っ
ている少女たちの姿と実際に工場で働いてい
る少女たちの実像の間にはとても大きな距離
があることが分かりました。それと同時に、メ
アリー・フェイガンの虚像が大人たちの都合か
ら意図的に作り上げられていったプロセスが明
らかになり、これまで他の歴史家が見逃してき
た新しい解釈を展開することができました。（よ
り詳しいことについては、以下の研究業績 II-7
を参照してください。）
　歴史家にとって史料と出会うことは、他に代
えがたいほどの喜びをもたらしてくれるもので
す。史料との出会いを通じて歴史家は自分の
想像の翼を拡げることができるからです。退職
後も、現在のコロナウィルス（COVID-19）を
めぐる混乱が収束すれば、ときどきはノースカ
ロライナへ戻り、また史料の海の中に身を浸
す喜びを感じることになるかもしれません。
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